
○ チラーの冷水出口温度を管理（標準７℃から極力高めに変更）することで節電になります。
（冷水温度が高いほど熱源機器の効率が向上するため，冷水設定温度を極力高めに設定します）

チラーの冷水出口
温度の変更

■節電効果 ：

ポイント

■冷水温度の変更により，吹出し空気の湿度が変わりますので，厳
密な湿度管理が必要な場合は，慎重な検討と専門家への依頼が
必要です。

計算例

チラー（またはターボ冷凍機）の冷水温度を高くすると．．．

（試算条件）
定格消費電力：344.4kW（ヒートポンプチラー 60HP×7台）
最大負荷率：70％（仮定）
平均負荷率：40％（仮定）
削減効果：4.7％
対象時間：11時間/日（9:00～20:00）
対象日数：60日/年
［実際の試算では，ご使用機器の仕様や対象時間及び日数などを考慮した数値をご使用ください］

節電効果 ９万円（夏季）
節電電力 約 １１．３kW
節電電力量 約 ４，３００kWh

『 空調 』 編

■計算式 ： 節電電力（kW）＝定格消費電力×最大負荷率×削減効果

節電電力量（kWh）＝定格消費電力×平均負荷率×削減効果
×対象時間×対象日数
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■対策内容 ： 冷水出口温度設定変更 （７ ⇒ ９℃）

【高圧電力S単価を適用】

参考

注）本内容はお客さまの運用状況等によって異なる場合がございます

最大電力の低減率 （削減効果）

（冷水温度緩和7℃⇒9℃（2℃））

出典：東芝キヤリア㈱ ＨＥＡＴEDGE 技術資料より

冷水出口温度を９℃に変更することで，ＣＯＰが ３．９０２から ４．０９６ へ上昇


